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ユ
ニ
ー

ク
な
入
試
制
度
を
導
入

ギャップイヤl入
試

特別
科目
等
履
修生
制
度も

国
際
教
養
大
学
で
は 、

高
等
教
育
の

グ
ロ
ー

バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
対
応

し 、

国
内
外
か
ら
広
く

優
努
な
人
材
を

受
け
入
れ
る
た
め 、

刊四
種
類
の
ユ
ニ
ー

ク
な
入
獄
制
度
を
用
意
し
て
い
る
。

特

徴
的
な
の
は 、

な
ん
と
い
っ
て
も

「
9

月
入
学
制
度
の
本
絡
導
入
」

に
踏
み

切
っ
た
こ
t 。

入
学
時
期
は 、

4
月
t

9
月
の
年
2
図 。

入
銭
形
態
は 、

セ
ン

タ
ー

試
験
ぞ
利
用
す
る
「
一

般
選
銭
紋

験」

（
4
月
入
学）

t
セ
ン
タ
ー

銭
験

を
利
用
し
な
い
「
特
別
選
抜
欽
験」

（
4
月
・

9
月
入
学）

の
ほ
か

、

転

入
学
・

編
入
学
試
験
（
4
月
・

9
月
入

山戸干）

も
段
け
ら
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は 、

9
月
入
学
の
試
験

に
「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
l

入
試」

を
導
入

し
て
い
る・』
と 。

こ
の
試
験
は 、

日
月

に
選
該
を
行
い 、

合
格
者
は
4
月
か
ら

8
月
ま
で
の
期
間 、

「
入
学
予
定
者」

と
し
て
一

定
期
間
の
「
ギ
ャ
y
プ
イ

ヤ
l

活
動
」

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

9
月
の
入
学
後

、

大
学
に
提
出
し
た

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
l

報
告
骨骨
の
際
価
次
第

で 、

3
単
位
が
付
与
さ
れ
る
。

ま
た 、

「
特
別
科
目
等
履
修
生
制

度」

も
導
入 。
一

般
選
法
紋
験
に
お
い

て
合
格
に
歪
ら
な
か
っ
た
受
験
生－
の・
フ

ち 、

成
績
優
秀
者
で
入
学
を
強
〈
希
笈

す
る
人
を
特
別
科
目
等
履
修
生
と
し
て

登
録 。

－
年
間 、

正
規
学
生
と
同
織
に

綬
措離
を
受
け
制下
伎
を
取
得
し 、

年
度
末

に
編
入
学
試
験
を
経
て 、

次
年
度
か
ら

正
規
学
生
に
な
る
こ
と
が
で
き
る 。

グ
ロ
ー

バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
意

諭
し
て
い
る
の
は
入
試
形
態
だ
け
で
は

な
い
。

入
学
後
の
評
価
制
度
に
G
P
A

（
併
定
平
均
値）

を
採
刷 。

後
業
を
す

べ
て
英
応
化
す
る
だ
け
で
な
〈 、

提
携

大
学
を
は
じ
め 、

世
界
中
の
高
等
教
背

後
関
と
単
位
互
換
を
し
や
す
い
体
制
も

整
え
て
い
る 。
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香，

充抜
実群
しの
たロ
ヨ·JU ／｝「
員又 1

備 ム
ヨ

ン

と

M
時
間
オ
ー
プ
ン
の

図
書
館
が
あ
る

秋
田
市
郊
外
の
広
大
な
森
の
中
に
位

置
す
る
国
際
教
養
大
学 。

キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
に
は 、

必
並
木
や
落
葉
樹
の
林 、

水
芭
蕉
の
群
洛
な
ど
が
あ
り 、

豊
か
な

自
然
を
楽
し
め
る 。

そ
の
件
ま
い
は
ア

メ
リ
カ
の
郊
外
型
の
大
学
そ
の
も
の 。

毎
年 、

世
界
各
国
か
ら
1
5
0
名
以

上
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
の

大
学 。

ー
年
生
は
ま
ず 、

敷
地
内
に
あ

る
学
生
時震
で
印刷
学
生
と
の
共
同
生
活
を

義
務
づ
け
ら
れ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に

「
世
界
の
縮
図」

と
な
る
異
文
化
共
生

空
間
を
創
出
し 、

日
常
的
に
海
外
の
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
提
供
す
る 。

ζ
れ
が
大
学
の
コ
ン
セ
プ
ト

だ 。

そ
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
支
え

る
の
が
M
時
間
3
6
5
日
オ
ー

プ
ン
の

図
書
館 。

学
生
た
ち
は
好
き
な
時
間
に

立
ち
寄
り 、

自
分
の
ぺ

l
ス
で
勉
強
に

打
ち
込
め
る 。

図
書
館
に
併
鮫
さ
れ
た

L
D
I
C
（
寺田
跨
異
文
化
学
習
セ
ン

タ
ー）

も
学
生
の
強
い
味
方 。

英
組問 、

フ
ラ
ン
ス
路 、

ス
ペ
イ
ン
路 、

中
国
恒聞

な
ど 、

多
宮
路
を
学
ぶ
骨骨
籍 、

D
V
D

な
r
の
教
材
が
自
由
に
利
用
で
き
る
。
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学4
習年

室 貫
そ見ρ1

芝 国
挺 l略

供 あ
な

教
員
の
約
半
数
は
外
国
人

国
際
教
委
大
学
は、「
英阻闘
で
学
ぶ
大

学」。
授
業
は
す
べ
て
笑
跨
で
行
わ
れ

る。
そ
の
た
め、
－
年
生
は
ま
ず、「
英
詩

集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム（
E
A
P）」
で
英
語

運
用
能
力
を
高
め
て
か
ら、
基
盤
教
育

提携大学を

維持するための

さまざまな
l：夫がある

科
目
の
履
修
を
ス
タ
ー
ト
す
る。
社
会

学、
心
理
学
か
ら
芸
術、
経
済、
歴
史、
谷

道、
I
T
分
野
ま
で、
数
獲
科
目
は
実
に

多
彩。
専
任
教
員
の
半
数
以
上
は
外
国

人
で、
英
鰭
以
外
の
言
語
を
学
ぶ
授
業

も
量
窓
に
あ
る。

必
修
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は、
2
年

次
秩
学
期
以
降、
各
学
生
が
そ
の
学
習

進
捗
状
況
に
応
じ
て
留
学
時
期
を
選
択

す
る
ζ
t
が
で
き
る。
世
界
お
舟
閏・
池

波
1
2
0
大
学
か
ら
希
望
の
大
学
を
選

ぴ、
1
年
間
現
地
の
授
業
を
受
け
る。
交

換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で、
留
学
先

で
取
得
し
た
単
位
は、
卒
業
単
位
に
忽

定
さ
れ
る。
海
外
の
提
携
大
学
で
も
学

位
取
得
を
目
指
す「
デュ
ア
ル・
デ
ィ
グ

リ
l
プ
ロ
グ
ラ
ム」
に
銚
較
す
る
こ
t

も
で
き
る。

ん有c

riR
司
ト
生口
fJJ
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小田嶋咲紀さん
Saki Odajima 

園際教養学昔日4�手
グローバル・ビジネス課程

』EE
ん
で
ば
か
り
の
大
学
生
活
は
絶

制副持
対
に
嫌
だ
っ
た
ん
で
す。
じ
っ

く
り
学
ん
で
自
分
に
篠
た
る
何
か
を
残

せ
る。
そ
ん
な
大
学
で
学
び
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た。
そ
の
点
で、
小
規
模
な

キ
ャ
ン
パ
ス
で
先
生
や
仲
間
t
深
く
関

わ
り
な
が
ら
学べ
る
国
際
教
養
大
学

の
環
境
は
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い

ま
し
た。
ま
た、
新
し
い
大
学
だ
っ
た
の

も
進
学
理
由
の
ひ
と
つ。「
自
分
た
ち
で

大
学
の
ス
タ
イ
山げ
を
つ
く
っ
τ
い
く」。

そ
ん
な
雰
凶
気
に
も
魅
力
を
感
じ
ま
し

た。入
学
し
て
み
る
と、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
厳
し
き
は
惣
像
を
は
る
か
に
超

公

立

人
ハ
イ
て
止
る

r中
川
千
心

令与す

生
よ
1
年
同川
の
印刷ハチ
を
長
ほ
と
’d
て

けん引
け
て
い
く
た
め
円・
4

ec
－－
さ
tJ

hJ
工
夫
か
必
嘘
て
f

1
4

紅
白
的
負
但
2
J
3・
A
et・
h

と
戊桃
太
サ
との
竿
什
交
♂
怖い
誌

なれ弘tu什同市互不AU収乃支出h一副

手
ご
＆
る
こ
とが
ホ
イン
卜
c
f
r

イ
ペ7
生
は
広
字の
ね
境
川町J
r
2，

え
て
い
ま
し
た（
笑）。
l
年
次
は
ま
ず

E
A
P
で
毎
日
膨
大
な河
2ι
5闘
を
燥

さ
れ、
基
盤
教
育
科
目
が
始
ま
る
t
山

ほ
E
あ
る
宿
題
と
絡
凶
す
る
日
。々
紛

ま
で
図
舎
館
で
勉
強
す
る
こ
と
も
珍
し

〈
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。
偶祝
祭
以
外
で

は、
社
会
学
担
当
の
ド
イ
ツ
人
の
先
生

を
中
心
に、「
デ
ィ
ベ
l
ト
ク
ラ
ブ」
を

つ
く
り、「
原
発
問
題」
や「
社
内
茶
話
公

用
傾
化」
に
つ
い
て
討

i

鎗
し
た
の
も
ν
い
思
い

司君主

出
で
す。

沼町

3
年
次
の
交
換
留
学

説回凶邑

で
は
フ
ラン
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス

樋

ス
ク
ール
を
選
択。
7
1
ケ

需

テ
イ
ン
グ
の
科
目
が
川
崎他

品

以
上
に
細
分
化
さ
れ
て
い

同

た
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た。
一

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
島知
袋
で

2
年
次
に
学
ん
だ
社
会
学
の

知
織
が
役
立っ
た
の
も
大
き

な
発
見
で
し
た。
何
か
を
考
え

る
と
き、
他
分
野
と
のつ
な
が

り
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

日出・0；リ年間1UUT叫．h300万

円
を這え
る
アメ
カ々
な立
の
ス勾

て
午・
な
こ
と
が
て
き
芳
す

ャ
に
－HJ
け
入れa
Hh
川thd
t
｛よe

f
支
出戸
閉
山f
M
弓
J
f
M－A
A
－－A

F
a
r
る
に
川け
品交
刈
究
心
ヘ
ィ’
HJd

1
名
の
学
生
を
Z
JFィ．・
FAY－リ
入
札
る

な
品世
か
ゐ
リ
去
す

む
乞
て
乍
明白
山町
hJ

f
宮司、
Jg

吐tLr
J

『HJ川・
入ハ
マ

な
り、
学
長
の
おっ
しゃ
る「
幅
広
い
教

義
の
重
要
性」
を
実
感
し
ま
し
た
ね。

就
聡
活
動
を
経
て、
大
手
医
薬
品

メ
ー
カ
ー
の
久
光
製
薬
株
式
会
社
か

ら
内
定
ぞ
い
た
だ
き
ま
し
た。
海
外

戦
略
の
畳常
務
に
関
わ
れ
る
よ
う、
現

場
で
さ
ら
に
自
分
を
磨
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す。

「厳しさに
魅力を感じたJ

生
に4u
m
足
の
い
く笠
ひ
の
場
を
提

供
す
る
こ
の
%
刀
イ
－A
会
話
字
王

度
わ
宅情門
を
可
能
に
d
ま
す

留守
期間判中山リム下ホ
トも
学
生

か
安
心
ば
て
勉
強
此
路
舌
動・
～
厚
回

す
る

た

め
の

軍

要
e
e

要
聖一
て

す

何回

A
F

完
ス
学
て

究
生一
す
る

諸

問
題
の

怨

怠
事
3
リ
主HV
F

一・二信
意
欲
と
そ

了

安
田v

か

高
，

山P44
い

き
HI・

る

上

う
一宮

理
す
る
こ
と
に
鍔
め
で
J
ま
す

事｝
胆叩
品
局
性
の
あ
る
貨
の
志い

すl
ヒス
の
提
供
と
学
生
の
慈、
λ

フォ
マ
／ス
そ
J
て
大
字
閣
の
留

学よ約する強いコミ
トメJトて

一ス
え
も
れ
た
実
の
あ
る
学
生
明
交
流

HJ
漫
4市
役
と
の
宮
靖
明
係
を
強
固

h0・む
の
ζ
J
受
有
の々
堵
汚
fd

〒
を一＝，
能に
す
る
と
考
え
ま
す
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HV
OH
Z斗
Oω

グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
が

求
め
る
人
材
育
成

就
職
率
は
ほ
ぼ
1
0
0
%

一
流
企
業
が
熱
視
線

国
際
教
委
大
学
の
就
職
率
は
第
1

期

生
を
送
り
出
し
た
2
0
0
8
年
以
降 、

毎
年
ほ
ぽ
1
0
0
%
を
維
持
し
て
い

る 。

新
机拡
大
学
に
と
っ
て
こ
れ
は 、

奇

跡
と
も
い
え
る
数
字 。

今
や
日
本
を
代

表
す
る
一

流
企
業
が
就
職
説
明
会
の
た

め
に
わ
ぎ
わ
ざ
秋
固
ま
で
足
を
逮
ぶ
ほ

r
だ 。

こ
の
実
績
を
支
え
る
の
は 、

独

自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
策 。

「
海
外
留

4年間一生懸命 ｜ 
学ぶこと。 ｜ 
これこそが ｜ 

就職への近道でた

英
語
力
の
先
に
自
信
の
多
ω
リ

ア
ヒ
ン
ョ

／
を
ほ行
つ
よ
う
よ
得
リ

返
じ
活
a’J
て
L
ま
す
一
z
，
リ

ア
テ
サ
イ
ン一
の
沼
鶏
の
一
m
c
J

て

全
員
に
対
し
て
ぽ
別
カ
ウ
J
セ

リ
ン
ク
も
行
τ
て
リ
ま
す

学」

「
キ
ャ
リ
ア
教
育」

「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」

が
そ
の
3
本
柱
だ 。

ー
年
間
の
留
学
は
路
学
力
だ
け
で
な

く 、

「
実
行
力」

「
発
信
力」

「
柔
軟

性」

な
ど 、

い
わ
ゆ
る
社
会
人
基
礎
カ

を
務
め
る
絶
好
の
舞
台 。

そ
れ
に
先
立

ち 、

l
年
次
か
ら
必
修
科
目
で
「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

を
開
講
し 、

学
生
の

職
業
意
肢
を
高
め
て
い
る
。

「
こ
の

先 、

こ
の
大
学
で
何
を
学
ぶ
の
か
？

」

「
ど
こ
に
留
学
し 、

何
を
身
に
つ
け
る

の
か
？」

「
卒
業
し
た
ら
自
分
は
ど
う

え
た
キ
・
リ

ア
問
、父
2
J
7

の掲揚4叶限定的主らめJ
ーィ

の字笠かd価される送出ぺ
早

川は’イカとA下，身・「，、，
白川w，

γどd
4A：、’打倒，t
丘えvhap－今シ

田』，JJ4f

す
る
の
か
？

」

と
い
っ
た
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
化
し 、

学
び
と
キ
ャ
リ

ア
を
し
っ
か
り

結
び
つ
け
て
い
く 。

ま

た 、

2
年
次
以
降
の
選
択
科
目
と
し
て

「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」

も
用
意 。

民

間
企
業 、

官
公
庁 、

N
G
0
・

N
P
O

法
人
な
ど 、

受
け
入
れ
先
は
虫
訂
だ 。

エm Jアrmまさで／ヲーた

源島福己さ ん

成U川γJ
，、リ川
氏り，u刷仏

も
あ
リ
う
・包
鯵
し
い
カ
リ
キ
ヱ－
Y

A
の
む
と
一

稲
広
い
教
長
科
目
4f一
平ん

J，L
J
〈
・一f
A
h～
U比
u

d
t
先，、

自
‘刀
C
見
つ
け
ら
ア
l

マ
h
h

究

三
位
HV

句
か
ん一
共
同
Jm
M
リ
治

凡三経験かあれふ
函浮ア」叩る

工
ヒ
ノ

ト
に
回
る
こ
と
は
あ
6
・・e

H
ん
NIC符リdu
フレU－

－7
J1ンAq－－Tfスカ
ノ．

鬼
伝
貯
，

て
い
る
の
て
り
か
リ
ρ

ff況
・う匂彼自ら自タ・身・’J

A－－つ41リ
AハイJJ4hヰ問

三
MF－
Am戸f

ur・，
と・』
・’
が
以
ぬ

の
丹」
五
品
の
c
f

小林亮さん
Rye Kobayasl可i

国際教餐学郎4�手
ク1ローパル・スタテ’ィP:’線程

田
園田唱
裁
の
仕
事
の
都
合
で
2

歳

園
田町r
か
ら
7
緩
ま
で
ア
メ
リ

カ
、

カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
生
活

し
て
い
た
の
で 、
茶
話
は
常
に
身

近
な
存
在
で
し
た 。
中
学・
高
校

で
も
英
語
は
得
意
科
目
で

、
英

－

H叫
以
外
の
他
言
語
を
学
ぶ
こ
と

に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た

。
そ
ん
な
私

に
沼
帥伎
の
担
任
の
先
生
が
す
す
め
て
く

れ
た
の
が 、
国
際
教
義
大
学
で
し
た 。
日

本
に
も
尖
穏
で
綬
骨訴
を
受
り
ら
れ
る
大

学
が
あ
る
こ
と
に
驚
き 、
詳
し
く
側
ベ

て
み
る
と 、
必
修
で
l

年
間
の
留
学
も

で
き
る
こ
と
が
わ
か
り 、
こ
こ
で
学
ぼ

う
と

決
め
ま
し
た 。

入
学
後 、
基
盤
教
育
科
目
を
学
ぶ
な

か
で
外
交
分
野
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た 。
そ
こ
で 、
留
学
先
の
ア
メ

リ
カ 、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

大
学
で
は 、
「
国

際
政
治
（
者
。「一
色
唱
。
之
江
門的）
の
授
業
に

力
を
入
れ
ま
し
た 。

同
際
紛
争
の
背
策

に
は ‘
人
極
や
宗
教
が
か
か
わ
っ
た
り

す
る
ζ
k
を
事
例
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と

で 、
日
本
で
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
視

点
が
身
に
つ
い
た
気
が
し
ま
す 。
新
聞

に
曾
か
れ
て
い
な
い
悶
際
政
治
の
袋
に

。。P町》nu

 

－
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あ
る
世
界
の
共
通
忽
織
が
見

え
て
き
た
よ
う
な
：・
： 。

自
分
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ま
わ
り

に
気
を
遣
う

性
絡
で 、
留
学
先
で
友
達

が
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が

、
ア
メ
リ

カ
に
行
っ
て
み
る
と 、
い
い
意
味
で
「
ま

わ
り
な
ん
か
気
に
し
て
い
ら
れ
な
い
」 。

授
業
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
ど
ん
ど

ん
自
分
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
t
を
求
め

ら
れ
る
日
々
で 、
精
縛
的
な
タ
フ
き
も

身
に
つ
き
ま
し
た

。
こ
れ
は
就
職
活
動

で
も
大
き
な
強
み
に
な
り
ま
し
た 。

就
駁
活
動
の
末 、
三
菱
盆
工
業
株
式

会
社
の
内
定
を
獲
得 。

資
材
網
途
部
門

で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す 。
先

猿
に
よ
れ
ば 、
「
世
界
中
を
飛
び
回
れ
る

仕
事」
と
の・』
と
。

今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す 。

「留学して精神的に
タフになれたJ




